
山岳救助フローチャート

【入電時の情報収集項目】
・事故概要・・・・転倒、滑落、負傷部位
・位置情報・・・・緯度経度、入山ルート
・要救助者情報・・性別、服装、人数、携帯電話番号

ヘリを格納庫からエプロンへ移動

事故概要を考慮した資機材積載

現場上空到着・捜索活動開始・要救助者発見

陸路搬送

要救助者 地上隊接触済み

離陸（入電から離陸まで約10分）

要救助者 地上隊未接触

現場最高指揮者に航空隊員投入報告

【安全確認項目】
・活動障害・・・・・・・・・送電線、索道、他機、鳥、地形条件、気流条件
・ダウンウォッシュの影響・・倒木、砂塵、落石、飛散物
・飛行経路・・・・・・・・・進入離脱経路、旋回方向、救助高度

隊員投入開始・要救助者接触

神⼾空港へ帰投

活動方針の決定

救助救急活動実施・搬送病院選定

【飛行可能時間と地上活動時間の調整】
・夏場の飛行可能時間（離陸後約1時間弱 神⼾市の場合）
・冬場の飛行可能時間（離陸後約1時間20分弱 神⼾市の場合）

※気温及び高度により飛行効率が変化する。

飛行継続可能飛行継続不可

神⼾空港等で燃料給油

空路搬送

ピックアップ・ヘリ収容・救急搬送

空路搬送必要

ピックアップポイントの選定・ピックアップポイントへの移動

陸路搬送

隊員回収

神⼾空港へ帰投

燃料給油（六甲山系なら不要）


